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ブ レイ クの中期予言書 にみ るInstitution

日比野 真 己

ウィリァム ・ブレイクの中期予言書とは、『詩的素描』『無垢の歌』等の初

期の作品から、ブレイク独 自の壮大な神話体系が展開する後期の 『四っのゾ

ァ』『ミル トン』『ジェルサ レム』 までの中間に創作された一連の詩及び版画

作品である。予言書には、18世 紀末から19世 紀初めの激動の社会が暗示さ

れていると共に、後の神話体系の萌芽となる要素が随所にちりばめられてい

るため、 ブレイクの複雑な思想体系を理解するためにそれらは重要な作品群

である。

詩 『フランス革命』は崩壊寸前のアンシャン・レジームの状態からバスティー

ユ陥落に至るまでの過程を描いているが、 ブレイクは歴史的出来事を詩に取

り込みっっ も、独断的に事実を歪曲 している。その歴史描写は必ずしもジャー

ナリスティックなものではなく、政治的な事件を人間の精神の問題 と捉える

ことにブレイクの神話世界の原型が見られる。「予言」の副題を もっ 『アメ

リカ』『ヨーロッパ』ではさらにその色合いが濃い。それは、アメリカ、ヨー

ロッパの二大陸での革命に触発 されて書かれたにもかかわらず、同時代的な

歴史上の事件が、ブレイクの神話的人物 にとって変わられ、普遍的な、人間

の精神的な自由へのプロセスとして予言的に描かれているからである。 この

二っの作品に加えて、『ロスの歌』はひとつのグループを形成す るものとし

て位置づけされている。というのも 『ロスの歌』 は 「アフリカ」「アジァ」

と題された二っの部分か ら成り、『アメ リカ』『ヨーロッパ』 と 『ロスの歌』

で、アフリカ、アメリカ、 ヨーロッパ、アジアの四大陸を形成するからであ

る。本稿ではこれら三っのブレイクの精神的世界史ともいうべき作品を中心

49
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に考察 したい。

ブレイクの詩世界の特徴は先に述べたように、歴史的な出来事である革命

を人間の内部に投影することにある。即ち社会での闘争が、理性、反逆精神、

想像力、感情などの心理的エネルギー間の相克として描かれ、かっその争い

がブレイク独自の神話的な世界観に投影されているのである。 このように、

現代心理学に匹敵するような精神的 レベルと歴史的 レベル、キリスト教 を含

む独 自の神話のレベルの異な った三つのレベルの混在はブレイクの詩の特徴

でもあり、難点でもある。これらの混在には様々な理由をあげることができ

る。

まず、第一にブレイクが神話に頼 らざるを得なかった必然性がある。 ブレ

イクの時代は、いくつかの革命により社会が目に見えて変化 した激動の時代

であった。その時代に生きていた詩人の作品に歴史的事件が投影されないは

ずはない。 しか し一介の版画職人にす ぎないブレイクが社会の現状を直接批

判す るような発言をすれば、反逆罪に問われかねない危険性があった。事実

ブレイクは自宅の庭に忍び込んだ兵隊 ともみあいになり、反逆罪で訴え られ

た。幸いにも、ブレイクは無実となったが、権力に対する反抗心を常に抱い

ていたブレイクにとって、過激な意見を神話の皮膜で覆 う必要は多かれ少な

かれあったにちがいない。1)

しかし、ブレイクほどの激 しい性格の持ち主がただこれだけの理由で神話

の形式を選んだとも考えにくい。当時の社会は詩の中で確実にブレイクによっ

て批判されている。だが、ブレイクが問題にしているのは歴史的事件そのも

のではなく、その背後にある人間の精神の普遍的な問題なのである。 したがっ

て、詩の中に所々存在する当時の社会への示唆は、史実に忠実である必要 も

なく、それらを引き起 こした精神性のみが重要なのだ。また、ある時代の現

象を普遍化するためには、その現象を人間の精神的なものに投影する必要が

ある。そこで第二の理由としてあげられるのは、 ブレイクの詩では歴史的な

事件を普遍的な問題 としてとらえるために、一人の人間精神に投影し、理性、
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想像力、反抗心、感情などの心的エネルギー間の相剋にすりかえる必要性が

あったことである。 ブレイクが歴史上の事項を心的なエネルギーの闘争に置

き換えたのは、必然的な展開なのである。ブレイクは 『無垢の歌 ・経験の歌』

では一っ の事象に対 して、全 く対立する二っの視点から物事を眺めた詩を書

いた。そのような詩を書いていた詩人が、自分の内部 に存在するいくっかの

異なった声に耳をかたむけ、それぞれを心的な機関として、独 自の心理学を

発展 させたのは自然の成り行きといえよう。

歴史的現象、人間の精神、神話といったレベルが混在する第三の理由とし

てあげられるのはブレイクの知覚に対する考え方に基づ くものである。 ブレ

イクにとって五感とは五っの 「窓」のようであり、理想的な状態では 「五感

の窓」は常に開かれ、外界での現象はすなわち心理内部のものであり、心理

内部のものは当然外界にあるものとして認められるといった、内と外の感覚

の通行が自由に行われる。そして、神話とは我々人間が生きている世界の源

をたぐり寄せることにより、世界の形成を含め、世界の現象を再度把握 しよ

うとする試みである。知覚 といった最 も原始的な現実認識にこだわるブレイ

クが、人間の歴史の原始的再認識である、神話のスタイルを用いたのは自然

であるように思われる。

したがって 「窓」や 「門」 といった比喩はブレイクの作品のなかで重要な

意味を帯びることになる。 このことはブレイクの詩全体において随所に示唆

されるが、一番明確に現れているのは、『ヨーロッパ』の冒頭である。

Five windows light the cavern'd Man; thro' one he breathes the 

air; Thro' one, hears music of the spheres; thro' one the eternal 

vine Flourishes, that he may receive the grapes; thro' one can 

look. And see small portions of the eternal world that ever 

groweth; Thro' one, himself pass out what time he please, but he 

will not; For stolen joys are sweet, & bread eaten in secret
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pleasant.

ブ レイクの中期予言書 にみ るInstitution

(EuropeaProphecy,pl.iii:1-5)

この箇所では、人間は知覚の 「窓」を開 くことにより時間 ・空間の束縛か ら

自由になりうることが示されている。言い換えれば、時代や場所の束縛を受

けない自由な状態である 「永遠の世界」の一部を垣間見ることができるので

ある。けれども入間は 「盗んだ喜び」や 「秘密裏に味わうパン」に表象 され

る現世的な快楽に溺れていて、五感の窓を鎖 しているので 「永遠の世界」を

見る能力を無駄にしている。 しか し、詩人 はそうで はない。詩人は知覚の

「窓」を通 して、「永遠の世界」を見ているのである。 ブレイクが同時代の現

象を神話的、精神的に捉えたのはこのような知覚の窓を解放す る能力を持 っ

ているか らである。 ブレイクが史実にこだわ らずに、神話世界を展開 したの

はこのような能力によるものなのだ。要するに、時代や場所の束縛を受け、

歴史の事実に固執するあまり、普遍的なもの、即ち 「永遠の世界」を見ない

ことは、知覚の窓を鎖すのと同 じである。

このような感覚の門を解放することは政治的自由への道でもある。詩 『ヨー

ロッパ』ではアメリカでの革命を受けて、 フランスの革命精神を象徴す る神

話的人物オー一クが目覚めるプロセスが描かれるが、 この詩の最終ページの版

画は想像力を司る神話的人物 ロスが気絶 した女性 と子供を抱えながら牢獄か

らの出口と思 しき階段を駆け上がろうとする図である。詩の冒頭で歌われた

知覚の 「窓」の解放はっまるところ政治的な抑圧から自由になる窓口でもあ

る。 しか し、 ここで注 目すべきことがある。それはブレイクが、洞窟の中の

人間を五っの感覚の窓が照 らすだけではなく、人間自体を洞窟のような建物

として描いていることである。『ヨーロッパ』では人間の身体があたか も建

物として明確 に描かれている。そこではイギ リスの圧制者アルビオンの天使

が、街中を牢獄 と化する状態が描かれる。そしてその悪 しき守護者は古代 ド

ルイ ド教のような誤 った宗教に教えを求め、「蛇の宮殿」 を建設 し、民を間

違った方へと導 く。その 「蛇の宮殿」が建設されたときに、世俗の洪水に飲



日比野 真己 53

まれた 「五感の門」は閉 じられ、残ったのは 「この制限された肉体の壁のみ」

と書かれている。このことは感覚を束縛された人間の身体は蛇の宮殿の建設

物であることを示す。また、その教えを流布するための説教壇である 「夜の

石」はかつては紫の花と赤い実がなっていた南にあったが、今は毛髪が生い

茂 り、「石の屋根」に覆われた人間の頭蓋骨㊥中にあると書かれている。っ

まり、人間の思想を束縛するのもまた、建築物と化 した人間の脳髄である。

また、『ユ リゼンの書』の中で、人間の精神を呪縛する最 たるものである理

性や権力を体現する神話的人物ユ リゼンは、自分自身が最 も束縛 されている

姿を露呈 し、その身体は建物として描かれる。そこでは 「毛むくじゃらの屋

根が思想の泉を閉 じ込め」、「背骨と肋骨は曲がった洞窟」だと記述 されてい

る。 また、『四つのゾア』では狂気に陥った理性であるユ リゼ ンは自らを救

済するため街に巨大な建造物を築 く。結局、これらの描写では,抑 圧者/被

抑圧者の図式よりは、両者が同 じように自らの精神を建築物によって閉ざし

ていることが示唆されている。

このようなことを見て くると、ブレイクは近代的な自我は建物によって規

定されていると考えていたことがわかる。人々を束縛する教会や、 自由を拘

束する牢獄などの施設はinstitutionの 言葉で表すことができるが、 まさに

この意味におけるinstitutionが 形成されたのが、 ブレイクが生 きた18世

紀であった。

この言葉は現代人の我々にも親 しみがあり、重要な意味を持っが、 この英

語 の言葉には一つの訳語 で は表 しきれな い多様 な意 味がある。Oxford

EnglishDictionaryに よると、元の意味は 「何かを始める、創設す ること」

である。そしてそこか ら二番目の意味、「物事に形態や秩序 を与え ること」

また 「あらゆることが規定されるような秩序を設立すること」の意味になる。

我々が良 く知る 「制度」の意味においては十六世紀頃から使用されていたよ

うである。2)ブ レイクが奴隷制度(theinstitutionofslavery)に 反対 し、

『アルビオ ンの娘達の幻想』などの作品を作ったことはよ く知 られている。
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また、 ラデ ィカルな詩人 であ るブ レイクは詩 「ロン ドン」 にお いて、 「結 婚

の棺」 とい う驚 くべ き表現 をす ることによ り、教会 によ ってのみ承認 され る

制度 としての結婚(theinstitutionofmarriage)に も疑問 を投 げか けて い

る。 ブレイ クがあ らゆ る制度化 された人間関係 を嫌悪 していたのは明 らかで

あ る。

しか し、 ブレイ クが批判 していたinstitutionは これ だけにとどま らないb

ブ レイクが生 きた18世 紀 に、institutionは 新 たな意味 を帯 びっっ あ った。

それは 「あ る宗教 的、 慈善 的、教育的等の公的な功利 を促進 す ることを 目的

に始 め られた施設 、組織 、協会」の意味で ある。 それは例 えば、教会、学校、

大学、病院、感化院な どで ある。 そ して、institutionは 一 般 に慈善 的 、教

育 的行為が行われ る建物 その もの も指す ようにな った。 っ まるところ、建物

とそれが持っ精神性が同一化 され た ものがinstitutionで あ る。 それ は この

時期の建築の デザイ ンに もみ られ る。建築物 自体 が人間の精神を表現す るよ

うな デザ イ ンが競 ってな され たのが この時期であ る。 例えば牢獄であれば、

それが邪悪の巣を表現す るが ごと く、冥界への入 り口の ような ファサ ー ドを

持 った建物が デザ イ ンされ た。3)ま た、 ベ ンサムが権力 を最 も有効 に活用 し、

人間の精神を功利的 に改良すべ き監視装置であ る牢獄パ ノプティコンを考案

したの もこの時代であ る。

この ことは ブレイ クの詩 の本質 と深 く関 わ る概 念 であ る。Institutionと

い う建物 の中 に閉 じ込 め られ た、他者 を教化 しようとす る精神性 は、正規の

学校教育 を一切受 けず、 また幻視 の能 力 を持 っが ゆえ に、 精神 病院 に収 容

(institutionalize)さ れ そ うにな った詩人 にとって、軽 祝 で き る もので はな

い。4)こ の時代、 この意味 にお けるinstitutionの 語 が使用 された背景 に は、

ある制度や 目的性 に則 って精神 があるひとっ の型 にはめ られ うるとい う概念

が生 まれっっあ った ことを示 す。 この意味 でのinstitutionこ そ が、 ブ レイ

クの生 きた時代 と人 間の精神 を結 びっ けるものなのであ る。 ブ レイ クはin-

stitutionの もっ精神性 を理解 していた。 ブ レイクは18世 紀 に生 きた天才 と
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して、フーコー的な意味での権力が所有する精神鍛練装置である建物の関係

を認識していた。ブレイクが 「予言」 したことは20世 紀の世界に現実になっ

ているように思われる。我々現代人は、学校、会社、宗教、協会等どこかに

所属 してなくてはいけない不安にか られたりする。 これは完全にinstitu-

t孟onalizeされた精神であるといえる。 ブレイクが警鐘を鳴 らしたのは この

ような近代的な自我、自分で自分を何かの枠にはめようとする 「心が鍛えた

枷」なのだ。

そのことが明確に示されているのは 『ロスの歌』である。そこでは、人間

精神の隷属化が最 も甚だしいまでに行われた土地アフリカが描かれる0そ の

世界は、楽園に立っアダム、アララテ山に立っノアがユ リゼンの法律が想像

力を司るロスの子供達によって伝え られることを目撃することで始まる。換

言すれば、永遠の生を与え られたアダム、霊感を受けたノアの存在する想像

力の世界が、ユ リゼンの法律 によって束縛 された世界にとってかわられるの

である。 そこではロスの子供たちがユ リゼ ンの法律の伝達者となる。っまり、

リントラは 「抽象哲学」を 「東のブラーマ」(ウ パニシャッド哲学で世界の

根本原理を表す)に 与え、パ ラマブロンは 「抽象的な法律」を トリスメギス

タス、ピタゴラス、ソクラテス、 プラトンに与える。アンタモンはマホメッ

トに 「緩 く綴 じられた聖書」であるコーランを与え、 ソーサはオーディンに

「戦争の法典」を与えた。そしてこれ らの法典は以下の結果をひ き起 こした

と記述 されている。

These were the Churches, Hospitals, Castles, Palaces: 

Like nets & gins & traps to catch the joys of Eternity, 

 And all the rest a desert; 

Till like a dream Eternity was obliterated & erased. 

                           (The Song of Los,  p1.4:32-4)

ここでは、上に示 したような 「法」が、教会、感化院、城、宮殿等の近代の
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建物と同等であることが暗示 されている。それはまた 『天国と地獄の結婚』

の中の 「牢獄は法律の石で建てられ、売春宿は宗教の煉瓦で建てられている」

にも明確に記されている。引用の中の 「永遠の喜び」 とは、アダムが堕落以

前に、食べるものに事欠かない楽園で享受 した恩恵である。法律に束縛され

た世界ではこのような恩恵は消滅 し、街の教会、感化院、城、宮殿以外のも

のを 「砂漠」化することで、それ らのinstitutionな しには人々が食べてゆ

けない、言い換えれば、近代的な人間はこれ らの施設に精神的に依存せずに

は生きてゆけない ことを示す。ここには人々の精神がこれらの法律、及び建

物に束縛されている状態が表されている。

『ロスの歌』では 「法律 と宗教」はこれ らの施設を造り、遂に 「五感の哲

学」を完成させるとブレイクによって述べ られる。 この 「五感の哲学」 とは

五感を鎖す哲学の意味であり、 ここに法的秩序が近代的施設と結びつき、人

間自体が感覚の窓を閉ざす ことにより、自らの身体を近代施設と同一化 し、

近代的建築物 としての自我に閉 じこもるサイクルができあがる。

さて、そのようなinstitutionの 本当の機能は、 ブレイクによって皮肉な

形で暴露 される。「ロスの歌』の第二の部分である 「アジア」 は悪 しき権力

の最後の拠 り所である。 ここでもアフリカでの革命精神を体現するオークの、

「思想を創造する炎」に驚いたアジアの王達が、「歪んだ洞窟か ら走 り出る」

ことで権力の真の姿を白日の下に曝け出す。王達は 「御馳走にあふれた繁栄

の日」や 「享楽的な歌の夜」を楽 しむ時に、人々を 「拘束 し、脅 し、弱 らせ

る」ために 「王たるもの荒野か ら飢餓を呼び出さないだろうか」、また、「僧

たるもの沼か ら疫病を呼び出さないだろうか」と正体を現す。彼 ら王族にとっ

ては己の享楽のために人々を不幸にするのは当然のことなのである。5)こ れ

らの王たちは長々と権力側の理屈を述べることにより,institutionの ある

べき姿を吐露 している.

 `Shall not the Councellor throw his curb
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Of Poverty on the laborious? 

To fix the price of labour; 

To invent allegoric  riches:

 ̀ And the privy admonishers 
of men 

Call for fires in the City, 

For heaps of smoking ruins, 

In the night of prosperity & wantonness

 To turn man from his path, 

To restrain the child from the womb, 

To cut off the bread from the city, 

That the remnant may learn to obey;

 ̀ That the pride of the he art may fail; 

That the lust of the eyes may be quenched: 

That the delicate ear in its infancy 

May be dull'd, and the nostrils closed up; 

To teach mortal worms the path 

That leads from the gates of the  Grave.' 

                        (The Song of Los,  pl.  6:15-pl.  7:8)

これ らのアジアの王達 の露呈するものは、「ア7リ カ」で 「抽象的な法律」

がっ くった教会、感化院、城、宮殿などと呼応 している。経済制度は、宗教

と結びっき、貧乏人には実現できない富(allegoricriches)を 餌に して勤

勉さを奨励 し、常 に働かせるために労働力に低い価値をつ けて貧 しさに縛 り

付けておく。 また、密告者を使い、秩序からはずれたものの家に放火 し罰す
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る。そして人を正 しい道から逸 らせ、産まれる前から子供を拘束 し、街から

食料を奪い救貧院などを造るのも、そのような施設に頼 りたくなければ働 く

べしといった、民に対するみせ しめのためであることが露呈 される。 ブレイ

クの詩では圧制者は 「アルビオンの天使」 と呼ばれ、guardianangelと し

て描かれる。 しかしguardianofthepoorと は18世 紀に救貧区などにお

かれた貧民救済法施行委員を意味する。飢餓や疫病を利己的な用途のために、

引き起 こしているのはそのような権力側の王や僧侶である。「心の誇 りを挫

くため、目の前の欲望を消すため、子供の繊細な耳を鈍 らせ、鼻孔を閉 じ、

人間の虫けらどもに死すべき道を示すため」 とは、感覚の窓の閉鎖を通 じて、

「永遠の生」 を奪うという目的を示す。「～のため」が目立つこれらの詩行は、

社会の不幸が権力側の目的性のために成 り立 っていることを明らかにしてい

る。 これはまさに 「ある宗教的、慈善的、教育的等の功利を促進することを

目的に始められた組織」であるinstitutionの 目的性に他ならない。

こういった制度化された社会に揺さぶりをかけるのが、抑圧 された革命エ

ネルギーを体現する人物オークである。もともと、『アメリカ』 の革命 は、

「暗 きアフリカの神の似姿」であるオークが、「アメリカの平原」をもつ女性

と結婚することによって起 こった。そのオークは常に火の要素をともなって

いる。これは権力の象徴である牢獄を襲撃する火であり、浄化の火である。

『アメリカ』 の最終場面では象徴的に 「五っの門が焼き尽 くされ、 閂 と留金

は溶ける」。 これは明 らかに人間の五感の門を象徴 している。 ブレイ クの目

的はバスティーユ焼き討ちなどの実際の破壊的な行為ではない。それは詩的

想像力を象徴するロスによって歌われることにより、想像力によって裏打ち

された革命精神オークの浄化の炎でもって、近代的自我を閉 じこめるinsti-

tutionの 扉を解放 し精神的な自由を得ることである。

このよ うに政治的な自由と感覚の解放はブレイクの中で結びついている。

レイモンド・ウィリアムズが、 ロマン主義詩人の社会への関与は個人的な感

情と密接につながりがあるというのは正 しい。6)五感を門にたとえて、その
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門か らの解放を願 うブレイクの個人的な感情は、当時の社会と関与 している、

というかブレイク自身の中で重要なかかわりがある。ブレイクは子供の時に

イエス ・キ リス トや天使の群れる幻を見てそれを父親に話 したが、父親 はそ

のような息子を激 しく咎めたと言われでいる。7)ブレイクは父 に 「天使をみ

る」という知覚を禁止された。知覚を禁止する、即ち通常の人々に見えるも

のしか、見てはいけないとする命令によって、破壊されるのは子供の想像力

の世界である。想像力 とはブレイクにとって神にもひとしい重要な能力であ

る。

The Eternal Body of Man is The Imagination, that is, God himself. 

 It manifests itself in his Works of Art (In Eternity All is vi-

sion).  (The  Laocoon')

知覚の自由の回復はブレイクにとって社会と自己の関心を繋ぐ結節点であっ

た。芸術家としτのブレイクの知覚の自由は想像力の問題と深 くっながって

いる。想像力の世界は知覚を解放することによってのみ存在する。知覚を解

放することにより詩人は普通の人と違った風景が見えて くる。例えばて ブレ

イクの詩 「ロンドン」では、「全ての人の叫び、全ての幼子の恐怖の叫び、

全ての声、全ての禁止令に心が鍛えた枷の音」を詩人は聞 く。 これは知覚の

窓を開放 しない人には聞こえてこない。そして 「煙突掃除の子供の叫びが、.

全ての黒ずんだ教会をぎょっとさせ、不幸な兵士のだめ息が宮殿の壁を血と

なり流れる」 ことは知覚の窓を開け放 った詩人にしか見えない、ヴィジョン

としての街の風景なのである。 ブレイクの場合五感の解放はありとあらゆる

束縛からの解放への扉なのである。それは教義にかたよった教会であったり、

人の精神を矯正することを目論む施設、制度であったり、従 うことを強制す

る学校であった。 ブレイクの詩で批判 されているのはこのようなinstitu-

tionで あり、その真の姿は知覚の解放なしには見 られないヴィジョ・ンなの

である。
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ブレイクの詩の中でinstitutionは 、また別の意味によって も示唆 されて

いる。この言葉の元々の意味は 「物事に秩序をあたえること」である。世界

に秩序を与えた神としてのユ リゼンはブレイクの神話世界では常に批判の対

象であり、ユ リゼンにゆさぶりをかけ、再生するのがブレイク詩のテーマで

もある。 そのような仕事をするのが想像力を司る詩神 ロスであることは、想

像力が五感の窓と結びっいていることをみても明 らかである。よって 『ロス

の歌』の最後では、抑圧された革命精神オークがヨーロッパの暗闇より、炎

の柱 となって現れることをロスが歌 うことで、死者が再生され、墓が子宮 と

して新 しい生命を生み出す予兆で終わっ,ている。元々institutionと は何か

を創始す る、 システ春をっくる意味であっ#が 、 ブレイク自らが新 しい世界

を創設す る必要にかられていたのだ。「新 しいシステムをっ くらねばな らな

い。そうでなければ他人のシステムの奴隷になってしまうか ら」とブレイク

は述べている。

ブレイクが生まれ育 ったロンドンは18世 紀にはすでに大都会 とな ってい

た。自由を求める詩人 ブレイクにとって建物に圧倒された非人間的な都会を

窮屈に感 じなかったことはないであろう。8)同 じロマン主義詩人でも、 ワー

ズワースはそのような都会を嫌い、湖水地方の田舎に自分の場所を求めた。

彼にとってロンドンは驚愕と感嘆の対象であるにして も、個人の人間よりも

建物が目立つ非人間的な場所であった。9)ワーズワースは自我が常に外へ志

向する野外の詩人である。一人部屋の中に佇んでいて も詩人の精神はある時

に見た岸辺の黄水仙 とともに揺れている0°)しか し、 ブレイクはワーズワー

スのように自然の中で生まれ育 った経験がないので、最初か ら建物はそ こに

あり、自分は常にその中に暮 らして きた。だか らどうしても、牧歌的な緑②

原野に自己を見出すのでなく、「イングランドの緑の地 に新 しいジェルサ レ

ムを建設する」 ことを目的として しまう。ワーズワースは自然の中にこそ自

己を見出す詩人であるので、最初か ら自己と外をっな ぐ窓など必要ない。 し

か し都会人ブレイクの場合、街、制度によって人間精神が規定されている感
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覚があり、institutionの 存在は脅威として立ち現れて くる。 だか らどうし

てもそこか ら自由になるたあの建築的部分である、窓や門が必要なのである。

そのような精神を閉 じこめる近代的なinstitutionか らの解放は、五感の窓

を解 き放っことなしにはあ りえないのである。 ブレイクの 「予言」は現代社

会においても重要な意味を持っ。例えば子供の教育 にたずさわるinstitu-

tionな どは制度や規則によって子供の精神の改良 ・改善 を目指すので はな

く、もっと原始的なものに立ち返って、感覚の扉を自由に解 き放っような教

育を理想とすべきではないのだろうか。

注

ブ レ イ ク の 引 用 は 全 て 、D.ア ー ドマ ン編TheCompletePoetry.,ProseOf

WilliamβZα 々g(NewYork:AnchorBooks,1988)に 拠 り、 作 品 名 、 引 用 箇 所 の プ

レー ト番 号 と行 数 を本 文 中 の 括 弧 の 中 に記 した.
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4)こ の語`institutionalize'の 使 用 は20世 紀 に な って か らで あ る。
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に生 え て い る と書 か れ て い る。 ま た、 「煙 突 掃 除 の 少年 」 で は 「神 と僧 と王 の 天

国 は僕 た ち の不 幸 で で き て い る」 と歌 われ る。
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